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いしかわ森林環境基金評価委員会 設置要綱

（設置目的）
第１条 いしかわ森林環境基金条例（石川県条例第４１号）第１条に定め

る「いしかわ森林環境基金」（以下「基金」という。）を財源とした事業
の成果を検証・評価するとともに、事業の継続や見直しの必要性について検
討するため、「いしかわ森林環境基金評価委員会」（以下「委員会」という。）
を設置し、もって、同事業の透明性の確保と県民の理解増進にも資する。

（検討事項）
第２条 委員会は、次の事項について検討する。
（１）事業実績及び事業成果等の検証・評価に関すること
（２）事業の継続や見直しの必要性に関すること
（３）その他事業の推進に関すること

（組織）
第３条 委員会の委員は、市町長及び学識経験者、経済、社会教育、県民・消

費、農林水産関係団体の有識者からなるものとし、別紙のとおりとする。
２ 委員会に委員長を置くものとし、委員の互選により選出する。
３ 委員長は、会務を総理し、委員を代表する。

（任期）
第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。
２ 委員の再任は、妨げない。

（会議）
第５条 委員会は、委員長が招集し、会議の議長は委員長があたる。

２ 委員長に事故があるときは、委員長が指名する委員がこれを代行する。
３ 委員長は、必要に応じ、委員以外の者に出席を求め、意見を聴くことが

できる。
４ 委員会の会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。
５ 委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の時は、

委員長の決するところとする。

（議事内容の公表）
第６条 委員会は、原則として公開により実施し、議事内容は、議事要旨によ

り公表する。

（庶務）
第７条 委員会の庶務は、石川県農林水産部森林管理課において行うものとす

る。

（その他）
第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は委員会で

定めるものとする。

附則
この要綱は、平成２０年６月９日から施行する。
一部改正 平成２４年４月２日



平成２６年度第１回いしかわ森林環境基金評価委員会の概要 
 

１．日  時：平成26年7月16 日（水） 10:00～ 
２．場  所：県庁行政庁舎1109 会議室 
３．出席状況：委員9名 
４．議  題：(1) いしかわ森林環境基金事業の平成25年度の取組実績 
       (2) 環境林モニタリング調査―侵入竹林整備― 
 
５．委員会議事要旨（委員の主な意見等） 

・強度間伐の実績が計画を下回った理由について、侵入竹除去の要望が多かったこと、侵入竹

の成立本数が想定より多く労務量が増大したこと、事業単価が想定より増加したことは理解

できたが、他に対象の山が奥地の方へ入ってきて、所有者の同意等をとる作業に労力がかか

るようになり、現場で仕事が進まないというのも一つの大きな原因である。 
 →協定締結の推進費の活用や、地元市町との連携をしっかりしながら進めていきたい。 

・集落周辺の里山林や緩衝帯を整備する事業は、現在ソフト事業の限られた予算の中でしか対

応できないので、竹林の整備のように、ハード事業に切り替えていただきたい。 
→森林環境税事業の成り立ちが手入れ不足人工林を解消するための森林整備をハード事業

として実施しているので、緩衝帯整備を直ちにハード事業で実施することは難しいが、

今の身近な森保全事業の中で要望をしっかり聞きながら対応している。また、中期的課

題として検討していきたい。 

・利用間伐が進むことにより、林地残材の利用率が上がり、災害の未然防止にも寄与するので、

大変期待している。 
・獣害の問題について、環境部でやっていることかもしれないが、森林被害等を考えると、モ

ニタリングを含め、対策をもっと集中したキャンペーンとしてやる必要がある。 
→鳥獣害対策は、頭数管理、被害の未然防止、モニタリングを環境部と農林水産部が連携 

して実施している。森林環境税における鳥獣害対策は、基本の鳥獣害対策を補足する形で 

取り組んでいきたい。 

・モニタリング調査について、必要な人員やお金が足りないと思うので、体制をもっと抜本 
的に見直したほうが良い。 

・間伐材の活用について、大きな会社での大きな需要を生み出す仕組みと木の駅など集落単

位などの小さな取組の両面から考える必要がある。 
・強度間伐の実績が計画を相当下回っているが、５年間で7,000ha を達成できるのか見込み 
をお聞きしたい。 
→平成24,25年度については、竹の要望に優先的に対応したため、強度間伐の実績が計画

資料 １ 



を下回った。今後は強度間伐とのバランスを失しないよう取り組んでいくとともに、第

二期の当初計画の強度間伐7,000ha、利用間伐4,600haについて、利用間伐の部分をも

っと増やしていき、最終的に手入れ不足人工林が整備される、公益的機能が発揮される

状況にできるよう、しっかりと取り組んでいきたい。 

・ソフト事業について、ルーティン化してきている印象があるので、新しい企画なども考え 
てほしい。 

・「いしかわ森林環境実感ツアー」は年々、参加者が減っているので、山の実態を見ていただ 
く人がもっと増えれば良いと思う。 
→普及方法、勧誘の方法等について、さらに工夫していきたい。 

  ・手入れ不足人工林の整備にあたって、所有者の了解が得られないということがあるが、所 
有者はどういう感覚で了解しないのか疑問である。 
→山に全く関心がない人が代替わり等により所有者になってしまっている。公益性が高い

重要な事業なので、分かりやすい説明と理解が得られるよう粘り強く対応していきたい。 
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いしかわ森林環境基金評価委員会意見 

 

 

１ 意  見 

    平成２５年度の「いしかわ森林環境基金事業」の主な取組と実績につい

ては、おおむね適切であり、引き続き、手入れ不足人工林の解消に向けた

間伐と併せて侵入竹の除去等による公益的機能の確保、及び県民の理解と

参加による森づくりの推進に努められたい。 

 

 

２ 付帯意見 

今後、いしかわ森林環境基金事業の執行等に際し、以下の点について、

適切に対応されるよう申し添える。 

 

（１）獣害被害が懸念される集落周辺の里山林を整備する事業は、現在ソフ

ト事業の限られた予算の中でしか対応できないので、ハード事業で実施

することを中期的に検討すること。 

 

（２）モニタリング調査の精度の確保のための予算・人手の体制の強化や、

地域の専門家等にも協力を得て実施することを検討すること。 

 

（３）森林環境基金事業について、今後ともより多くの県民の理解を得るべ

く、多くの県民の理解や参加をいただけるような普及啓発に努めるとと

もに、ソフト事業については新たな企画についても中期的に検討するこ

と。 
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  毎

く

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）企

  企

説明

団

参

能

参加の森

ども森の恵

子ども達を

援した。 

しかわの森

毎年 10 月

り大会を実

業の森づ

企業による

明会や現地

区分

団体数

参加者数

能登の里山「広

づくりの推

恵み推進事

を対象に森

森づくり推

月を「いし

実施した。

くり推進事

る森づくり

地見学会の

H25

23団体

4,245人

広葉樹の森づ

推進 

事業（事業

森林環境教

推進月間事

しかわ森づ

 

事業（事業

り活動を推

の開催、活

奥能登

（

づくり」（穴水

- 9 -

業費：4,9

育や森林体

事業（事業

くり推進月

業費：780

進するため

動フィール

登原木しいた

（シイタケ栽培

水町）

973 千円）

体験活動を

業費：2,3

月間」と定

0 千円）

め、活動事

ルドの仲介

たけ活性化協議

培・穴水町）

アカマツ

 

を行うＮＰ

320 千円）

定め、県下

事例集の作

介、技術指

議会 

 

湖

ツの植樹（七

ＰＯ等２３

 

下５箇所で

作成、企業

指導等を行

湖畔公園コロ

（炭焼き観察

七尾市） 

団体を

県民森づ

に対する

行った。 

ロサ管理組合

察・七尾市）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）いし

  地

町の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）森づ

   自

（環

 

 

 

 

 

   

 

（小松市吉

しかわ身近

地域住民と

の取組へ支

づくりボラン

自主的に森

環境部里山

■緩衝帯

吉竹町） 

近な森保全事

と協働で集

支援を行っ

ンティア推進

森づくり活

創成室） 

整備の実施

事業（事業

集落周辺の

った。 

進事業（事

活動等を行

施状況 

- 10 -

業費：11,

放置された

事業費：3

うＮＰＯ等

下

か

000 千円

た森林の整

,438 千円

等１３団体

下刈り作業の

からくり楽会

） 

整備・保全

） 

体へ支援し

様子 （中能登

（クロマツ植

全・活用を

した。 

登町・石動山

植栽・金沢市

図る４市

山県有林） 

） 



（６）里

  県

た。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）石

  企

収量

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山子ども園

県内の保育

。（環境部

川の森整備

企業の森づ

量証書を 1

園推進事業

育園・幼稚

部自然環境

備活動 CO

づくり活動

18 企業（う

（事業費

稚園を対象

境課）  

O2 吸収量認

動を推進す

うち新規 4

- 11 -

：2,000 千

象に里山の

認証事業

るため、森

4）に交付し

夕日寺健

千円） 

自然体験プ

（事業費：

森林整備活

した。  

健民自然園

森

プログラム

842 千円

活動に対す

（環境部地

森林整備活動 C

ムを計 40

） 

する二酸化

地球温暖化

CO2 吸収証書

木場潟中

回実施し

炭素の吸

化対策室）

書交付式  

中央園地 



Ⅲ 環境林

侵入

握す

調査は

葉樹の

植生

以

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）

   ①

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林モニタリ

入竹除去

るため、平

は、各調査

の更新状況

と A0 層の

下の写真

新竹の発生

①親竹伐採

リング調査

による森林

平成２４年

査地に 10

況を、さら

調査を行

は、侵入竹

生状況 

採翌年の新

侵

査 ―侵入竹

林の公益

年度よりモ

00 ㎡プロ

らにその中

った。 

竹の伐採前

新竹発生本

侵入竹の伐採

- 12 -

竹林整備―

的機能の

モニタリ

ットを 1

中に 1 ㎡

前から伐採

本数の経年

採前から１年

― 

回復状況

ング調査

箇所設定

の小プロ

採後１年間

年変化 

年間の変化

を、科学

を県内２

し、新竹

ットを 5

間の変化を

的・定量

０ヶ所で

の発生状

箇所設け

を示してい

的に把

実施。

況と広

て下層

いる。 



   ②

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②親竹密度

・新竹密度

・夏の刈

高木性広葉

・更新広葉

伐採直後

・更新広葉

更新

度と新竹密

度は、親竹

り払いを実

葉樹の更新

葉樹の種数

の開空度

葉樹の本数

新広葉樹の種

密度の関係

竹密度と正

実施するこ

新状況 

数と本数は

と本数の関

数は、光環

種数 

- 13 -

係 

正の相関関

ことにより

は、伐採直

関係 

環境が良い

関係。 

り、新竹の

直後と比べ

いほど多い

更

の発生が抑

べ１年後に

い傾向 

新広葉樹の

抑制される

には大幅に

の本数 

る傾向。 

に増加。 



（４）下

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）A

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）

    

 

 

 

 

下層植生の

・下層植生

A0 層被覆率

・A0 層の被

（元々被覆

主な高木性

・伐採直

し、 ウ

性が高

・1 年後に

頻度、本

の回復状況

生の被度は

率の変化 

被覆状況は

覆率は高

性広葉樹の

後には、

ウラジロガ

い常緑広葉

には、新た

本数ともに

況 

は、１年後

は、伐採直

い） 

の出現状況

シロダモ

ガシ、スダ

葉樹で、前

たに更新し

に高い値を

- 14 -

後に大幅に

直後と１年

況 

が出現頻

ダジイ、ヤ

前生稚樹と

したカラス

を示し、こ

に増加。

年後でほと

度、本数

ブツバキ

と考えられ

スザンショ

これにシロ

とんど変化

ともに圧倒

などが続

れる）。 

ウ、アカ

ロダモが続

化なし。 

倒的に高

く（ほとん

メガシワ

続く。 

い値を示

んど耐陰

が出現
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